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第 1章 千葉市行動計画について 

 

 

１ 策定の趣旨 

 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定後、本市では「東京オ

リンピック・パラリンピック プロジェクト推進本部」を設置し、平成 26 年 8 月には、「2020

年東京オリンピック・パラリンピック 千葉市プロジェクト推進基本方針」を策定しました。 

基本方針は、大会を本市の更なる成長や活性化の好機ととらえ、より一層の発展と次代を

担う子どもたちの夢と希望をはぐくむため、４つの方向性により、千葉市の取組の骨格をま

とめたものです。 

そして、基本方針で定めた４つの方向性の取組の骨格をより具体的なものとし、基本方針

の目的を達成するための道標とするため、方向性ごとの個々の取組項目と 2020 年に向けた

スケジュールを取りまとめた「千葉市行動計画」を策定しました。この行動計画の取組の成

果が、本市の一層の発展に寄与していくよう、個々の取組項目を着実に推進してまいります。 

また、行動計画の取組項目には、市民の皆様からいただいた「おもてなし」のアイデアや

取組の意見を反映させております。大会が近づくとともに高まっていく市民の機運をとらえ、

市民とともに「おもてなし」を推進します。 

行動計画による具体的取組を着実に実行し、その成果が未来に引き継いでいく千葉市の財

産となるよう取り組んでまいります。 

  

 

２ 計画の考え方 

 

行動計画で示した各取組には、2020 年に向けてまず取り組むべき具体化した取組と、今

後具体化していく取組があります。 

今後具体化していく取組は、取組の検討の進捗や、大会に向けた準備の詳細等が明確にな

っていくのに対応して、取組内容を具体化するなど、適宜行動計画の見直しを実施します。  
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３ 計画期間 

 

計画期間は、2015（平成 27）年度から東京大会が開催される 2020（平成 32）年度ま

での６年間とします。 

東京大会に向けた期間について、2016 年のリオデジャネイロ大会までを「フェーズ１」、

リオデジャネイロ大会後から 2019 年のテストイベント（プレ大会）までを「フェーズ

２」、テストイベントが始まる 2019 年から東京大会の 2020 年までを「フェーズ３」と

位置付け、徐々に高まる大会機運や動向の転機を捉え、取組を展開していきます。 

 

 

４ ４つの方向性 

 

2020年
（平成32年）

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（平成31年）

東京大会テストイベント
リオデジャネイロ

大会

フェーズ１
・事前キャンプ誘致に向けた取組

・国際車椅子スポーツ大会の開
催によるノウハウの蓄積

・スポーツを取り巻く環境の基礎づくり
・観光資源の開発、選定 など

フェーズ２
・事前キャンプ誘致の本格化

・事前キャンプ受入れ体制の構築

・スポーツを取り巻く環境の向上

・国際交流ボランティア体制の強化

・来訪者の受入環境の構築 など

フェーズ３
・事前キャンプの実施

・スポーツ文化の発展

・外国人観光客へのおもてなしの実施

・市民によるおもてなしの実施

など

 大会の円滑な開催に協力する 方向性１ 

•事前キャンプの実現に向けた体制づくりを進め、本市でのキャンプの実施により、良いイメージをキ
ャンプ実施チームに持ってもらうことや、千葉県をはじめとする他団体と連携・協力した取組により、
大会が成功することで、千葉市のみならず日本のイメージ向上を目指します。 

•また、キャンプ受入れを通じてスポーツボランティアなどの市民参加や、受入れ競技の普及を図りま
す。 

 スポーツ文化を普及し発展させる 方向性２ 

•地元アスリートへの支援や、市民の関心を高め、応援する意識の醸成を図ります。 

•本市は、車椅子バスケットボールやウィルチェアーラグビーの国際大会が開催されるほど車椅子スポ
ーツが盛んです。さらに車椅子スポーツが普及し、アスリートの活動の拠点となるよう取り組みます。 

•スポーツイベントでのトップアスリートとの交流など、市民がスポーツに親しむ環境づくりを進めま
す。 

 市内への集客、宿泊を最大化する 方向性３ 

•本市を訪れる観光客が増加するための新たな集客策を展開するとともに、諸外国に向けて本市の魅力
を積極的に情報発信していきます。 

•官民・市民での連携したおもてなし態勢を構築して、訪れた方の満足度を高め、自然なおもてなしの
できる国際都市を目指します。 

 千葉市の知名度を高める機会とする 方向性４ 

•自然や歴史・文化などの本市の特性や魅力を積極的に発信し、国内外からの本市に対する関心を高め
るとともに、本市の知名度向上を図ります。 
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第２章 方向性ごとの取組について 

＜凡例＞ 

 

１ 工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民意見の取り入れ 

 

平成 26 年 8 月 15 日から 9月 16 日までの間、市民による「おもてなし」のアイデア

や 2020 年に向けた取組について意見を募集し、88 件の貴重な御意見をいただきまし

た。 

いただいた御意見は、行動計画づくりに活用させていただきました。また、今後の

取組を具体化していく中での参考とさせていただきます。 

 

【行動計画に取り入れた御意見の例】 

○ スポーツボランティアの増加 ☆ 

 

 

 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

■■■■■       
●●●●● 

○○○○○       

【具体化した取組】 

2020 年に向けてまず取り組むべき、具体化した取組は実線で示してい

ます。 

【今後具体化していく取組】 

実施時期が未定であり、今後具体化する取組は点線で示しています。 

点線の位置は、実施予定時期を示しています。 

市民のアイデア・意見を取り入れた、または参考にした取組 
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千葉県 大会組織委員会・九都県市等関係団体 

ボランティア活動の推進による、本市及び大会へのボランティア参加 

⇒ 大会の成功に協力して取り組み、日本のイメージ向上 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会 

目指すべきレガシー［取組の成果による千葉市の財産］ 

●キャンプ誘致による知名度向上と実施競技の普及 

●スポーツ大会等での市民参加の増加 

誘致準備 誘致ＰＲ活動 

準備組織⇒実行委員会 

官民連携によるキャンプ実施体制 

の構築・取組の検討 

ボランティア等 

キャンプの準備 

受入れ準備（スポーツ大会等でのノウハウの蓄積） 

2020年 

 

キャンプ 

実施 

聖火リレーによる機運の上昇 

連携・協力 

千 葉 市 
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◆１－１ 事前キャンプ（練習会場）等の受入れの体制づくり 

 

 

 

 

既存施設を活用し、チーム・選手から選ばれるキャンプを目指し、競技団体から情報

収集を行い、受入準備を進めます。 

 

○ 競技団体等から情報収集を行い必要な整備等を検討 ☆ 

本市の主要スポーツ施設が受入れに適しているか、競技団体等から情報収集し、必要に応

じて整備を検討していきます。 

 

➣千葉ポートアリーナ：体育館競技全般（バドミントン、バスケットボール、体操、 

           卓球、バレーボール、車椅子バスケットボール、ウィルチェ 

アーラグビー など） 

➣フクダ電子アリーナ：サッカー 

➣稲毛海浜公園球技場：サッカー 

➣他施設におけるキャンプ実施の意向があれば、活用に向け検討します。 

 

○ 大会組織委員会が募集する、事前キャンプ候補地ガイド登録に向けた取組 

本市施設をＰＲできる有効な機会として活用します。 

➣2016 年 8 月に予定される情報提供開始に合わせた登録を目指します。 

 

  ○本市で開催される大会等を活用したノウハウの蓄積 

 

  ➣2015ＩＷＢＦアジアオセアニアチャンピオンシップ千葉（平成 27 年 10 月開催） 

  ➣（仮称）ＩＷＲＦアジアオセアニアゾーンチャンピオンシップ（   〃    ） 

   車椅子バスケットボールとウィルチェアーラグビーのアジアオセアニア選手権大会が千葉市内

で開催されます。 

   会場までの案内経路や施設に関する課題、大会運営に関する関係機関等との連携、車椅子の方

へのサポートなどの経験を、多くの大会・イベント等で活用していきます。 

 

会場（両大会）：千葉ポートアリーナ  

宿   泊：市内宿泊施設に滞在予定 

    参加チーム：アジアオセアニアから、ＩＷＢＦは 12 程度の国・地域が参加する予定 

                      ＩＷＲＦは 4 程度の国・地域が参加する予定 

   

① 事前キャンプに適した施設と競技を調査し、事前キャンプ受入れに必要な整備

等を検討 
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➣北京世界陸上事前合宿（平成 27 年 8 月・市内で実施予定） 

   千葉県事業の、オランダ・ベルギー事前合宿の成功に向けて協力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前キャンプの実現に向けて、効果的な誘致活動を行います。大会やキャンプに来た

国・地域を応援する雰囲気を醸成していきます。 

 

○ 事前キャンプ誘致に向けて、パンフレットやホームページを作成 

国内外に向けて効果的な誘致活動を行うため、多言語（英語版）ホームページやパンフレ

ットを作成し、国内外の競技団体等に対してＰＲ活動を実施します。 

 

  ○誘致ＰＲ活動を実施 

➣千葉県や周辺自治体と連携・協力し、広域エリアでのＰＲを進めます。 

➣様々な団体等を対象に、本市で受入れ可能な競技の有力国にキャンプ誘致ＰＲを行います。 

       国内外競技団体 

       千葉市と姉妹友好都市関係にある国の大使館 等 

 

○ 本市でキャンプをする国・地域を応援する取組  

事前キャンプに迎え入れたチームを応援する取組を検討します。 

 

○ 聖火リレーの誘致 

東日本大震災の被災地を聖火リレーが結ぶことで、震災の風化防止と復興のアピールにつ

ながります。 

被災地である本市を聖火リレーが通り、市民にすべての被災地の復興への願いとオリンピ

ック・パラリンピックへの機運が高められるよう、情報収集と誘致活動を実施します。 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

情報収集と必要な整備の検討       

選 ば れ る キ ャ ン プ  

づくり 
事前キャンプ候補地ガイド登録手続       

大会等を活用したノウハウの蓄積       

② 国内外に向けた効果的な誘致活動や、大会機運を高める取組を実施 
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取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

パンフレット、ＨＰ作成       本市の知名度向上 

事前キャンプ誘致の 

成功 誘致ＰＲ活動       

キャンプ国・地域を応援する取組     
 

 
 

事前キャンプ国・地域を

応援・交流 

聖火リレー誘致       
聖火リレーの本市通過 

機運の向上 
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キャンプは自治体だけでは受入れが困難であり、様々な事業者、機関、団体等との協

力関係が不可欠です。 

事前キャンプの誘致・実施に向けて、関係機関・団体に協力を要請し、オール千葉市

の協力体制を構築し、キャンプを実施したチーム・選手達が、本番で実力を発揮し、千

葉市でキャンプをして良かったと思われることで、千葉市のみならず日本のイメージア

ップにつなげます。 

 

○ 準備組織の設置を検討、時機をみて実行委員会体制に移行 

 

〈準備組織〉 

    キャンプ実施に向けてオール千葉市の協力体制を構築するため、関係機関・団体への協力を

要請し、体制づくりを進めます。 

 

  〈実行委員会〉 

   適宜、体制を拡大し、準備組織からの移行を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実行委員会による取組 

キャンプを実施する国・地域、選手を支え応援する取組を検討します。 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

準備組織の設置       協力体制の構築 

キャンプ実施チームへ

のおもてなし 

千葉市のイメージアッ

プ 

実行委員会の設置       

実行委員会による取組       

➣（仮）実行委員会に必要な協力体制 

¶ 宿泊施設の協力体制 

¶ 医療サポート・緊急搬送体制 

¶ 警備体制 

¶ 誘致の主たる競技団体の協力 

¶ 施設の指定管理者の協力 

¶ 競技の専門知識を持ったスタッフや通訳の確保（ボランティア） 

¶ その他、キャンプ受入れを円滑に行えるよう協力体制を要請し構築していく。 

③ 関係機関・団体との連携によるサポート体制の構築 
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◆１－２ ボランティア活動の推進 

 

 

 

 

高まるボランティアへの関心とボランティア活動をマッチングさせる仕組みを検討

し、求められるボランティアの人数、機会、活動内容等を把握し募集を実施します。 

 

○ 大会ボランティア募集の協力 ☆ 

国や大会組織委員会等の動向を踏まえて、大会運営等に必要とされるボランティアの募集

に協力します。 

○ 市内キャンプ運営等ボランティアの募集 ☆ 

市内での事前キャンプ等のサポートに必要とされるボランティアの募集方法を検討します。  

 

 

 

 

 

本市で開催される大会を活用しスポーツボランティアの経験者を増やし、普及を進め

ます。 

 

○ スポーツボランティアの参加機会の充実 ☆ 

スポーツを支える文化の醸成を図るため、市民がスポーツボランティアに参加する機会の充

実に努めます。 

➣平成 27 年 10 月に開催される車椅子バスケットボールのアジアオセアニア選手権大会にお

いて、市内等の大学と連携し学生のボランティア参加を図ります。 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

ボランティアの募集       市民参加の増加 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

スポーツボランティアの 

参加機会の充実 
      

スポーツボランティア

の普及 

① 募集情報の一元的提供 

② スポーツ大会を支えるボランティアの普及 
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◆１－３ 千葉県と連携した取組の推進 

 

 

 

 

 本市は、千葉県が設置する「2020 東京オリンピック・パラリンピックＣＨＩＢＡ推進会議」の

「キャンプ・国際大会・ＭＩＣＥ誘致専門部会」に参加しており、今後検討を重ね千葉県や関係

団体と連携・協力して、2020 年に向けた取り組みを進めます。 

 

 

 

◆１－４ 大会組織委員会・九都県市等関係団体との連携・協力 

 

 

 

 

   オールジャパンの一員として大会の成功に向け、大会組織委員会や国内競技団体などから 

積極的に情報収集を行い、連携・協力を図っていきます。 

   

 

 

 

九都県市（1 都 3 県及び管内政令市）として総合的に支援・協力し大会に関する取組

を推進します。 

 

  

① 2020 年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸＣＨＩＢＡ推進会議の取組に協力 

②「九都県市 2020 年東京オリンピック・パラリンピック連携会議」での取組の推進 

① 大会組織委員会や国内競技団体等からの情報収集 
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   大会を機に高まる関心等を捉え、環境を構築し、スポーツ文化の普及・発展を目指します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代地元 

アスリートの支援 

～オリンピック・パラリ

ンピックでの活躍を期

待～ 

車椅子スポーツの振

興と活動の拠点化 

～パラリンピックを 

機に高まる関心～ 

スポーツ文化の普及・発展 

選手の支援 

応援する環境 

理解と関心 

支える環境 

親しむ環境 

目指すべきレガシー［取組の成果による千葉市の財産］ 

●スポーツへの環境が根付き、スポーツ文化が発展 

地元アスリートが活躍し、応援する環境 

車椅子スポーツ・アスリートを支え、千葉市が活動の拠点となる環境 

市民のスポーツに対する関心が高まり、スポーツに親しむ環境 

産学官によるスポーツを支える環境 

スポーツを取り巻く環境の向上 

市民・企業の応援 選手・観客の増加 

スポーツイベントの開催 
トップアスリートの増加 

障害者スポーツへの理解 

スポーツ文化を育む

環境の充実 

～大会により高まる 

スポーツへの関心～ 
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◆２－１ 次世代地元アスリートの支援 

 

 

   

 

アスリートが市内を本拠地に活動しやすいよう、練習や雇用の環境の向上に取り組む

とともに、市民が地元アスリートを応援する環境づくりに取り組みます。 

 

○ 地元有望選手（全国大会優勝など）の市民への積極的広報 

千葉市に縁のある選手の全国大会などでの活躍を市政だよりやホームページ等で紹介して

いきます。 

○ 県民大会への選手派遣事業 ☆ 

県民体育大会への選手派遣費用を一部負担し、選手層の底上げを図ります。 

○ アスリートの市内での雇用促進 

  アスリートが市内を本拠地に活動しやすいよう、市内での雇用を促進するため、関係団体

と協力した普及啓発や、企業の開拓、マッチング等に努めます。 

○ トップアスリートとの交流事業 

オリンピアン・パラリンピアンなどを招いてのジュニアアスリート教室等の交流事業を実

施します。 

➣野球・サッカー・バスケットボールなどのトップスポーツチームやアスリートと市民と

の交流促進。 

○ 日本代表合宿などへの練習会場の提供 

日本代表など活躍が期待される選手・チームの練習会場の確保を支援します。 

 

 

 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

HP、市政だよりで有望選手を広報       
地元選手を身近に感じ、

応援する環境の醸成 

県民大会市代表選手派遣事業       地元選手の強化・底上げ 

アスリートの市内での雇用促

進・普及啓発 
      

アスリートの市内就労

者の増加 

トップアスリートとの交流事業       
市民が選手を身近に感

じ、応援する環境の醸成 

① 選手強化支援や環境整備 
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◆２－２ 車椅子スポーツの振興と活動の拠点化 

 

 

 

市民がトップレベルの競技を身近で観戦し応援するなど、障害者スポーツへの理解を

深め、支援していく土壌を築きます。 

 

○ 車椅子スポーツ大会の開催を支援  

千葉ポートアリーナで開催される大会 開催時期 

2015ＩＷＢＦアジアオセアニアチャンピオンシップ千葉 

（車椅子バスケットボール） 
平成27年10月 

（仮称）ＩＷＲＦアジアオセアニアゾーンチャンピオンシップ 

（ウィルチェアーラグビー） 
平成27年10月 

ジャパンパラ ウィルチェアーラグビー大会 平成 27年 5 月 

ウィルチェアーラグビー日本選手権 毎年 

長谷川良信記念・千葉市長杯争奪車椅子バスケットボール全国選抜大会 

※長谷川良信…大会を主催・運営する淑徳大学の創設者 
毎年 

 

○ 車椅子スポーツ大会の周知 

市内大会に多くの市民が観戦に訪れるよう、市の広報媒体等を積極的に活用した周知活動

を行います。 

➣平成 27 年 10 月に開催される車椅子スポーツのアジアオセアニア選手権大会を通じ、  

子どもたちのパラリンピックへの関心が高まるよう、市内小中学校に積極的に周知いた

します。 

○ 健常者の大会との同時開催を働きかけ 

障害者スポーツへの理解を深めるため、市内大会において一般競技と障害者競技との同時

開催や障害者部門の新設などスポーツ交流を働きかけます。 

○ スポーツボランティアの参加機会の充実 ☆【再掲】 

スポーツを支える文化の醸成を図るため、市民がスポーツボランティアに参加する機会の

充実に努めます。 

➣平成 27 年 10 月に開催される車椅子バスケットボールのアジアオセアニア選手権大会に

おいて、市内等の大学と連携し学生のボランティア参加を図ります。 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

スポーツボランティアの 

参加機会の充実 
      

スポーツボランティア

の普及 

① 車椅子スポーツ大会の開催支援 
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車椅子スポーツの普及・発展につながるよう、練習環境の向上に必要な施設整備や施

設の運営方法を検討し、より多くのアスリートが練習できる環境を充実していきます。 

 

○ 競技団体等から情報収集 

競技団体等から意見を聞き、練習環境の向上に活用します。 

○ 日本代表合宿の誘致 

体育館競技を中心に千葉市内での合宿実施を誘致し、練習会場の提供を支援します。 

○ 車椅子スポーツ対応の多目的コートの貸出（千葉ポートアリーナ） 

床損傷を気にせずに練習に集中できる環境を整備します。 

 

 

 

 

市民が車椅子スポーツ・アスリートを身近に感じる環境と理解・関心を高め、市民・

企業等が支える土壌を構築し、車椅子アスリートが育ち、活躍できる環境の向上に取り

組みます。 

○ 車椅子アスリートの積極的な広報 

千葉市に縁のある車椅子アスリートの活躍を市政だより、ホームページ等で紹介します。 

○ 車椅子スポーツ広報イベントを実施 

産学官連携による、車椅子スポーツのＰＲイベントを実施します。 

➣H27.2  車椅子バスケットボールの体験イベントを実施 

車椅子スポーツの振興と活動の拠点化を促進するため、市内大学がイベントの企画・運

営を行い、企業や車椅子バスケットボールチームの協力のもと、産学官連携のモデル事業

として実施。 

○ 車椅子スポーツ・アスリートの応援企業の発掘 

車椅子スポーツ・アスリートを支えてくれる企業を発掘していきます。 

○ 車椅子アスリートの市内での雇用促進 

関係団体と協力した普及啓発や、企業の開拓、マッチング等に努めます。 

○ スポーツ施設への障害者スポーツ指導員の配置促進の検討 

障害者が身近な施設でスポーツを楽しめる環境整備を検討していきます。 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

日本代表合宿の誘致       選手の強化・競技の普及 

多目的コートの貸出       車椅子スポーツの普及 

② 車椅子スポーツの練習環境の充実 

③ 車椅子アスリートがスポーツ活動を継続できる環境の整備 
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取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

ＨＰ、市政だよりで有望選

手を広報【再掲】 
      

市民が選手・チームを身

近に感じ、応援する環境

の醸成 

産学官連携による車椅子ス

ポーツの広報イベント 
      

車椅子スポーツへの理

解と関心の高まり 

車椅子スポーツ・アスリー

ト応援企業の発掘  
      

車椅子スポーツ大会の協

賛など、支える土壌の構築 

車椅子アスリートの市内で

の雇用促進・普及啓発 
      

車椅子アスリートの 

市内就労者の増加 

車椅子スポーツへの理解と関心 

○車椅子スポーツ大会の開催を支援 

○車椅子アスリートの積極的な広報 

○産学官連携による車椅子スポーツ

の広報イベント 

車椅子スポーツの練習ができる環境 

○練習環境の向上に向けた情報収集 

○多目的コートの貸出 

○車椅子スポーツ・アスリート応援企業の発掘 

○車椅子アスリートの市内定着（車椅子アスリートの市内での就労） 

車椅子スポーツを取り巻く環境の基礎づくり 

車椅子スポーツを取り巻く環境の発展 

車椅子スポーツの振興と活動の拠点化 

≪取組のイメージ≫ 
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◆２－３ スポーツ文化を育む環境の充実 

 

 

 

 

市民がスポーツを「見る」機会や「する」機会を充実し、またスポーツに関する理解

が深まるよう取り組みます。 

 

○ スポーツイベントの誘致の推進 

全国規模のスポーツ大会やイベントの誘致及び開催支援を行い、市民がスポーツにふれあ

う機会を充実させ、スポーツの推進を図ります。 

○ トップアスリートとの交流事業【再掲】 

オリンピアン・パラリンピアンなどを招いてのジュニアアスリート教室等の交流事業を実

施します。 

➣野球・サッカー・バスケットボールなどのトップスポーツチームやアスリートと市民と

の交流促進。 

○ スポーツ医科学に基づいた指導法の普及促進 

適正なスポーツ指導法の普及により、誰もがより安全で、安心してスポーツできる環境づ

くりに取り組みます。 

➣千葉市体育協会による「スポーツ医科学講習会」の実施 

○ 千葉市科学館でスポーツと科学に関連した企画展示や講演会等の検討 

スポーツと科学に関連したイベントの実施に向け検討します。 

 

 

 

 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

スポーツイベントの誘致や

開催支援 
      

市民がスポーツにふれ

る機会の増加 

トップアスリートとの交流

事業【再掲】 
      

スポーツに親しみ支え

る文化の醸成 

スポーツ医科学に基づく指

導法の普及促進  
      

適正なスポーツ指導法

の普及 

スポーツと科学に関連した

イベント 
      

スポーツへの関心の高

まり 

① 市民がスポーツに親しむ環境の充実 
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【観光資源の活用】 

観光資源の開発・選定 

魅力的なルートづくり 

⇒新たな集客策の構築 

 

 

【おもてなし】 

外国人観光客・キャンプ 

チームへのおもてなし 

市民が参加するおもてなし 

【受入環境の整備】 

交通アクセス向上 

多言語対応の推進 

【情報発信】 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄによる発信・強化 

MICE関係者等へのPR 

⇒諸外国に向けた情報発信 

目指すべきレガシー［取組の成果による千葉市の財産］ 

●諸外国の文化・風習を理解した自然なおもてなしのできる国際都市 

●おもてなしの経験に基づいた、諸外国との持続的な交流 

●観光客等の増加により、地域に経済効果をもたらす 

本市を訪れる観光客等の増加 

2020 年東京オリンピック・パラリンピックを契機と捉える 
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◆ ３－１ 集客効果の高い観光資源、ルートの開発 

 

  

 

 

平成２５年度に設立した千葉市インバウンドツーリズム推進協議会を通じて、諸外国

からの観光客を集客するための取組を推進します。 

 

○ インバウンド集客の推進 

今後増加が見込まれる東南アジアをはじめとする外国人観光客等が困ることのないよう、外

国の文化や風習に対応できるおもてなし体制を官民連携して整えて、それらを効果的に発信す

るなど、本市を訪れる方々の様々なニーズに対応した取組を推進します。 

 

 

 

 

本市の観光資源の開発、選定により、多様なニーズに合致したガイドツアーを企画す

る等、新たな集客策を実施します。 

 

○ 観光資源の開発、選定、魅力的なルートづくり ☆ 

本市の有する観光資源を活かした集客策を具体化するため、観光資源の開発、選定を行い、

それらを効果的に組み合わせた魅力的なルートづくりを行い、様々なニーズに合致した集客

策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

インバウンド集客の推進       外国人観光客の増加 

① 千葉市海外インバウンドツーリズム推進協議会を通じた取組 

② 本市観光資源を活かした新たな集客策の構築 

【観光資源の例】 

買い物：幕張新都心でのショッピング、免税ショッピング 

グルメ：地元食材を使用した料理の提供（地産地消）、イチゴ狩り、ハラール 

交 通：千葉都市モノレール、旅客船 

体 験：ゴルフ、ダイヤモンド富士鑑賞 

：千葉市美術館、千葉市科学館 

歴 史：加曽利貝塚博物館、郷土博物館、千葉氏を巡る散策 

和文化：見浜園、「和」のおもてなし体験（茶道、書道、華道、剣道など） 

観光地：動物公園、工場夜景見学、観光農園、日本一の人工海浜、千葉ポートタワー 

     三陽メディアフラワーミュージアム（花の美術館） 
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○ ツアーの企画 

国内外から多くの観光客を呼び込むため、様々なターゲットのニーズに合致した観光ツア

ーを企画・提案し、観光ガイドブック等でＰＲします。また、外国人観光客の言語に合わせ

たツアーも検討します。 

○ 幕張新都心賑わいの向上 ☆ 

幕張新都心の魅力を高め、交流人口の増加を図るため、「幕張新都心都市再生整備計画」を

策定し、民間活力による賑わい向上に取り組みます。 

○ 諸外国からの修学旅行生の受入れ ☆ 

将来を見据えた集客策として、ホームステイや交流受入校などによる、諸外国からの修学

旅行生の受入れを検討します。 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

観光資源の開発、選定、魅

力的なルートづくり 
      観光資源の効果的活用 

ツアーの企画       
国内外からの観光客の

定着 

幕張新都心の賑わいの向上       
幕張新都心の集客力向

上 
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◆ ３－２ 外国人に向けたより効果的な広報宣伝・情報発信策の開発・実践 

 

 

 

海外からの誘客を行うランドオペレーター等に対する効果的な広報宣伝、情報発信を

行います。 

○ 千葉市の総合パンフレットの作成 

 ランドオペレーターやＭＩＣＥ関係者などに対して、本市の魅力を効果的にＰＲするため、

本市への誘客を目的とした外国語の総合パンフレットを作成します。 

○ ランドオペレーター等に対する広報宣伝、情報発信 

総合パンフレット等を活用し、海外からの誘客を行うランドオペレーター等に対する効果

的な広報宣伝、情報発信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

地域経済の活性化や幕張新都心の賑わいの創出を図るため、千葉市の観光資源等の情

報を内外に発信し、市内への集客を促進させます。 

 

 

 

 

 

 

○ 国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）等へ出展 

 千葉市の総合パンフレット等を活用しながらＭＩＣＥ関係者等へのＰＲを行います。 

 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

千葉市の総合パンフレット

の作成 
      

効果的なＰＲによる集

客促進 ランドオペレーター等に対

する広報宣伝、情報発信 
      

① ランドオペレーター等に対するＰＲ 

※ランドオペレーターとは・・・主に海外旅行で観光案内やホテル、レストランや現地

の交通手段などの手配をする仕事、または専門に行う会社のこと。 

② ＭＩＣＥ関係者へのＰＲ 

※国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ）・・・ 

  例年１２月に東京国際フォーラムで開催される、観光庁等が主催するＭＩＣＥに関わる国内唯

一の総合展示会。 

※ＭＩＣＥとは・・・ 

企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関、学会等

が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことで

あり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。 

出展「観光庁 HP」 
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ソーシャルメディア、ウェブサイトを活用した、外国人向けの効果的な広報宣伝、情

報発信を行います。 

 

○ 千葉市観光情報ｗｅｂ等を活用した情報発信 ☆ 

平成２６年度にリニューアルした千葉市観光情報ｗｅｂを活用し、観光情報の随時発信や

ブログ連載などのコンテンツの充実を図り、観光情報の発信を強化します。また、ソーシャ

ルメディアや、他のウェブサイトとの連携・リンクを活用し、外国人向けの効果的な広報宣

伝、情報発信を行います。 

 

 

 

 

外国人観光客の利便性を高めるため、幕張新都心における公衆無線ＬＡＮ環境の拡充

と、情報プラットフォームの試行的運用を行います。 

○ 幕張新都心における情報プラットフォーム構築と試行的運用 

 無料 Wi-Fi アクセスポイントの拡充に向けた取組と、地域情報の発信やクーポン発行等の

機能を有したポータルサイトなどの構築と試行的運用を実施します。 

○ ポータルサイト等による情報発信 

 外国人来訪者が利用しやすく、かつ有効な情報を掲載したポータルサイト等による情報発

信を実施します。 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

国際ミーティングエキスポ

（ＩＭＥ）等へ出展 
      

ＭＩＣＥ活用による集

客促進 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

千葉市観光情報ｗｅｂ等を

活用した情報発信 
      

効果的な観光情報発信 

情報発信の多ツール化 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

情報プラットフォームの構

築及び試行的運用 
      

情報プラットフォーム

の構築と試行的運用 

ポータルサイトによる情報

発信 
      効果的な情報発信 

③ ＳＮＳ、ウェブサイトを活用したＰＲ 

④ 公衆無線ＬＡＮ環境の拡充による外国人観光客の利便性向上 
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É ３－３ 官民連携した「おもてなし」の実現 

 

 

 

 

異なる文化や慣習を受け入れる態勢の整備として、千葉市国際交流協会に登録してい

る国際交流ボランティアと協力し、外国人観光客へのおもてなしを実施します。 

○ 国際交流ボランティアによる活動 ☆ 

通訳、翻訳、ホームステイ、ホームビジット等の各分野において、国際交流ボランティア

による外国人来訪者へのおもてなしを実施します。また、国際交流協会のホームページ、情

報誌や、各イベント等の機会を捉え、国際交流ボランティアをアピールします。 

○ 国際交流ボランティアリーダーの育成 

 本市の国際化を推進し、外国人来訪者受入態勢を強化するため、通訳ボランティアスキル

アップ講座や国際交流ボランティアリーダー会議を開催して、ボランティアリーダーを育成

するとともに、リーダーを発掘・育成し、国際交流ボランティア体制の強化を図ります。 

 

 

 

 

2002 年サッカーワールドカップでアイルランドチームを招致し迎え入れ、歓迎行事や

市民交流イベントを実施した経験を活かし、キャンプチームを応援する機運を盛り上げ

ます。 

 

○ キャンプをする国・地域を応援する取組【再掲】 

キャンプ受入の実行委員会にて、事前キャンプに迎え入れたチームを応援する取組を検討

します。 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

国際交流ボランティアによ

る活動 
      

国際交流の推進 

ボランティアの普及 

国際交流ボランティアリー

ダーの育成 
      

外国人来訪者受入態勢

の強化 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

キャンプをする国・地域を

応援する取組【再掲】 
      

事前キャンプ国・地域を

応援・交流 

② キャンプチームへの「おもてなし」 

① 外国人観光客への「おもてなし」 
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◆ ３－４ 市民の自らの手による「おもてなし」の実現 

 

 

 

 

市民からの「おもてなし」のアイデアを広く取り入れるとともに、市民にも「おもて

なし」の実施に参加していただき、来訪者に対して自然に「おもてなし」ができるよう

な意識や機運を醸成していきます。 

 

○ 市民による自然なおもてなしの意識・機運の醸成 ☆ 

➣事前キャンプのサポートや観光案内などのボランティア活動 

➣外国語によるあいさつ運動 など 

○ 国際交流ボランティアによる活動 ☆【再掲】 

通訳、翻訳、ホームステイ、ホームビジット等の各分野において、国際交流ボランティア

による外国人来訪者へのおもてなしを実施します。 

○ 和のおもてなし体験 ☆ 

和文化（書道、茶道、華道など）や日本料理など、外国人が日本独自の文化を体験するこ

とを通じて、市民が主体のおもてなしを実施します。 

○ 花いっぱい市民活動の推進 ☆ 

市民参加による３都心フラワープロムナード事業（千葉都心、幕張新都心、蘇我副都心）

を継続して実施し、花のあふれるまちづくりを推進していることをＰＲします。特に、大会

直前期の 2019 年・2020 年は、花苗数・植え付け回数を拡充し、花のあふれるきれいな千葉

市として、来訪者に喜ばれるまちづくりを目指します。 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

市民による自然なおもてな

しの意識・機運の醸成 
      

市民による自然なおも

てなしの実現 

国際交流ボランティアによ

る活動【再掲】 
      

国際交流の推進 

ボランティアの普及 

和のおもてなし体験       
外国人観光客との交流

によるおもてなし 

花いっぱい市民活動の推進       
きれいな千葉市の推進

によるおもてなし 

① 市民による「おもてなし」の実施 
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◆ ３－５ 訪れる人の利便性の向上 

 

 

 

 

本市を訪れる方の利便性向上のため、様々な交通手段の活用により、交通アクセス向

上を図ります。 

 

○ ＪＲ京葉線・りんかい線の相互直通運転の促進 

多くの競技が実施予定の東京臨海部との鉄道交通の利便性向上を図るため、鉄道事業者等

と協議を行い、試行運転の実現など、ＪＲ京葉線と東京高速臨海鉄道りんかい線との相互直

通運転の促進を図ります。 

○ 高速バスの利便性向上 ☆ 

外国人観光客の利便性向上を高めるため、成田・羽田空港からの高速バスの増便や発着

所の整備などによりアクセス性の向上を促進します。 

○ 海上交通の調査等 ☆ 

千葉中央港地区の桟橋及び旅客船ターミナル等複合施設（平成 27 年度中完成予定）の整備

を契機として、実現可能性のある運航経路、運航形態の調査・検討を千葉県と連携して実施

します。 

○ 旅客船の運航実験等 ☆ 

大会開催に向けた期間限定のイベント的運航のニーズが見込まれるため、海上交通に関す

る需要の把握及び海辺の賑わい創出等を目的とした、旅客船の運航実験等を行います。 

 

 

 

 

 

 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

ＪＲ京葉線・りんかい線の

相互直通運転の促進 
      

相互直通運転に向けた

試行運転、アクセス向上 

高速バスの利便性向上       
空港からのアクセス向

上 

海上交通の調査等       

海上交通の活用 

旅客船の運航実験等       

① 交通アクセスの向上 
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本市を訪れる方の快適な滞在を実現できるよう、公衆無線ＬＡＮ環境や多言語対応を

推進し、受入環境の充実を図ります。 

また、バリアフリーやユニバーサルデザインを推進し、人にやさしい移動空間の形成

を図ります。 

 

○ 公衆無線ＬＡＮ環境の提供 

幕張新都心（ＪＲ海浜幕張駅前広場）など、特に海外からの来訪者が情報入手できるよう、

公衆無線ＬＡＮ環境を提供します。 

○ 道路案内標識の英語表示修正 ☆ 

多言語対応の強化・推進のため、市内の道路標識の英語表示を国土交通省基準に統一し、

外国人旅行者の円滑な移動や快適な滞在に資する都市環境の向上を目指します。 

○ 多言語対応の強化・推進 ☆ 

➣多言語対応協議会の取組への協力を推進します。 

➣外国人観光客にわかりやすい地図の作成等、多言語対応を推進します。 

 

 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

公衆無線ＬＡＮ環境の提供       
公衆無線ＬＡＮ環境の

提供 

道路案内標識の英語表示修

正 
      都市環境の向上 

多言語対応の強化・推進       多言語対応の推進 

② 来訪者の受入環境の充実 
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千葉市の特性や魅力を発信することにより、行ってみたい・また来たい・住んでみたい

と感じてもらえる都市を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指すべきレガシー［取組の成果による千葉市の財産］ 

●千葉市の魅力に関する認知度や都市イメージの向上 

●市民の千葉市に対する誇りや愛着の深まり 

 

千葉市の魅力の発掘と発信 

 

 

 

 

本市の知名度向上 

～行ってみたい・住んでみたい～ 

他の方向性の取組 

 

 

 

を通して発信 

¶ 都市アイデンティティ（千葉市らしさ）

の確立と内外への発信 

¶ 千葉市の文化を発信 

¶ スポーツイベント 

¶ 観光資源を活かした集客策 など 
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◆ ４－１ 千葉市の魅力の発掘と発信 

 

 

 

 

行ってみたい・また来たい・住んでみたいと感じてもらえる都市を目指し、本市の特

性や魅力を最大限引き出し、発信していきます。 

 

○ 千葉市のルーツや魅力となる地域資源の内外への発信 ☆ 

千葉氏や加曽利貝塚、海辺など本市のルーツや魅力となる地域資源を内外へ広く発信し、

千葉市の知名度の向上を図ります。 

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

千葉市のルーツや魅力とな

る地域資源の内外への発信 
      

市民の本市に対する誇

り・愛着の高まり 

来訪者・居住者の増加 

千葉氏、加曽利貝塚、オオガハス、海辺（いなげ～幕張の浜・海浜公園）  

① 千葉市固有の都市アイデンティティ（千葉市らしさ）の確立と内外への発信 

千葉市のルーツや魅力となる地域資源 

 ̧ 千葉市の歴史や海辺のガイド＆マップを作成し、本市の特徴的な地域資源を紹介しま

す。 

 ̧ 各種広報媒体の活用やイベントと連携したプロモーションを行います。 

 

 

 

内外への発信 

千葉市の魅力に関する認知度の向上 

市民の本市に対する誇り・愛着が高まる 

他の方向性の取組（スポーツイベント、観光資源を活かした集客策など）を通

して、本市の魅力を効果的に発信します。 
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平成２６年３月に文化庁から公表された「文化芸術立国中期プラン」をもとに、九都

県市による文化芸術施策強化としての首都圏における美術館の共通チケット導入など、

都市間の連携による文化・芸術施策の展開を検討していきます。 

また、新たに策定する「千葉市文化芸術振興計画」に「東京オリンピック・パラリン

ピックを契機とした文化芸術施策の発信」を盛り込み、若者に関心の高いメディア芸術

のイベントや、千葉市美術館が所蔵する浮世絵や房総ゆかりの作品などを中心とした特

色ある展覧会の実施等を通じて、千葉市の文化を発信します。 

○ 千葉市文化芸術振興計画の策定、文化の発信 

 千葉市ならではの特色ある文化施策を推進するため、新たな文化芸術振興計画を策定し、

千葉市の文化・芸術を効果的に発信します。 

  ○メディア芸術の振興  

    個性豊かな新しい千葉文化の創造を図るため、市内の地域資源を活かしながら、若者に関

心の高い映像メディアを中心としたメディア芸術のイベント等を開催し、千葉市の魅力を発

信します。 

 

 

 

 

本市を訪れる方が安心して過ごすことができるよう、市民の応急手当に対する普及啓

発を推進し、安心して滞在できるまちとしてのイメージアップを図ります。 

○ 市民向け救命講習会 

市民向け救命講習会の実施など、応急手当の普及啓発を推進し、応急手当の方法を取得・

実践できる市民を増やすことにより、バイスタンダーＣＰＲ（その場に居合わせた人の心肺

蘇生法）の実施率向上を図り、救命先進都市を目指します。 

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

千葉市文化芸術振興計画の

策定、文化の発信 
      

千葉市の文化・芸術の振

興 
メディア芸術の振興       

取組項目 2015 2016 2017 2018 2019 2020 取組の目標 

市民向け救命講習会       

バイスタンダーCPR の実

施率向上による安心して

滞在できる千葉市として

イメージアップ 

②  千葉市の文化を発信 

③ 救急・救命体制の充実によるイメージアップ 
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第３章 推進体制 

 

 

東京オリンピック・パラリンピック プロジェクト推進本部 

 

本部長   市長 

副本部長 両副市長 

本部員  病院事業管理者、教育長、総務局長、総合政策局長、財政局長、市民局長 

     保健福祉局長、こども未来局長、環境局長、経済農政局長、都市局長 

     建設局長、中央区長、花見川区長、稲毛区長、若葉区長、緑区長、美浜区長 

     消防局長、会計管理者、議会事務局長 

 

 

 

東京オリンピック・パラリンピック プロジェクト推進本部幹事会 

  幹事長 総合政策局総合政策部長 

  幹事  市民局生活文化スポーツ部長、経済農政局経済部長及び関係部長等 

 

 

   （分野別プロジェクトチーム） 

大会支援・キャンプ誘致プロジェクトチーム 

    ・方向性１に関する取組を検討・実施 

 

スポーツ振興プロジェクトチーム 

    ・方向性２に関する取組を検討・実施 

  

観光推進・おもてなしプロジェクトチーム 

    ・方向性３に関する取組を検討・実施 

  

千葉市の魅力発信プロジェクトチーム 

   ・方向性４に関する取組を検討・実施 

 

※ この推進体制は平成 27 年 3月現在のものです。 

  今後、プロジェクトチーム等の体制は、必要に応じて変更していきます。 

 

 


